
-
金
丸
弘
美

か
な
ま
る
・
ひ
ろ
み
/
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。

1
9
5
2
年
生
ま
れ
。
執
筆
活
動
の
ほ
か

食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
手
が
け
る
。
著
書
に

『美
味
し
い
田
舎
の
っ
く
り
か
た

l
l地
域
の
昧

が
人
を
つ
主
ぎ
、
小
さ
な
経
済
を
耕
す
』
(
学
芸

出
版
)
『実
践
田
舎
力
小
さ
く
て
も
経
済
が
回

る
5
つ
の
法
則
』
(N
H
K出
版
新
書
)
な
ど
多
数
。

結
梗
小
学
校

(
長
野
県
塩
尻
市
〉

4旬の食材を使った彩り豊かな給食

V調理室前で材料を紹介する栄養毅

諭の杉木悦子さん

-=ξ
野
県
塩
尻
市
の
市
立
桔
梗
小
学
校

E
Z
で
3
年
1
組
の
子
ど
も
た
ち
と
学

校
給
食
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
日
は
、
週
1
回
の
変
化
を
も
た
せ

た
変
わ
り
ご
飯
の
日
。
お
米
は
塩
尻
産
だ
。

米
、
大
麦
に
豚
肉
、
白
莱
キ
ム
チ
、
大
根

ツ
ボ
漬
け
を
入
れ
た
「
キ
ム
タ
ク
ご
は

ん」
。
レ
タ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
、
え
の
き
な

ど
が
入

っ
た
「
レ
タ
ス
ス

1
プ」
。
大
根

お
ろ
し
を
煮
立
て
味
付
け
し
、
そ
れ
で
野

菜
を
あ
え
た
「
み
ぞ
れ
和
え
」
。
塩
尻
特

産
の
ブ
ド
ウ
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」
に
牛
乳
。
素

材
が
実
に
多
彩
で
種
類
が
多
い
。
料
理
は

味
わ
い
豊
か
で
薄
味
だ
。

食
事
は
、
児
童
が
内
容
や
材
料
、
生
産

者
な
ど
を
紹
介
す
る
「
給
食
便
り
」
を
読

ん
で
「
い
た
だ
き
ま
す
」
で
始
ま
る
。
児

童
の
顔
は
皆
輝
い
て
い
て
素
敵
だ
。

「
野
菜
不
足
の
子
ど
も
が
多
い
た
め
、
一

日
の
必
要
量
の
半
分
を
取
ら
せ
よ
う
と
野

菜
を
多
く
し
て
い
る
。
食
材
は
地
元
の
も

の
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」
と
栄
養
教
諭

の
杉
木
悦
子
さ
ん
。

調
味
料
も
材
料
や
製
造
工
程
を
吟
味

し
、
厳
選
し
て
い
る
。
醤
油
は
松
本
市
の

「大
久
保
醸
造
庖
」
、
酢
は
京
都
の
「
村
山

造
酢
」
、
料
理
酒
は
塩
尻
「
笑
亀
酒
造
」

と
い
っ
た
具
合
だ
。
「子
ど
も
の
舌
(
味

覚
)
を
ち
ゃ
ん
と
育
て
た
い
。
そ
れ
は
学

校
の
責
任
で
す
」
と
い
う
。
出
汁
も
煮
干

し
、
鰹
節
、
昆
布
な
ど
か
ら
と
り
、
化
学

調
味
料
は
使
用
し
な
い
。

毎
月
予
定
献
立
表
が
作
成
さ
れ
る
。
そ

れ
に
は
、
血
や
肉
、
骨
を
つ
く
る
「
あ
か

(
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
、
牛
乳
・
小
魚
・

海
草
)
」
、
体
の
調
子
を
整
え
る
「
み
ど
り

(
緑
黄
色
野
菜
、
淡
色
野
菜

・
果
物
)」、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
「
き
い
ろ
(
米
・
パ
ン
・

麺

・
芋

・
砂
糖
、
油
脂
)
」
、
調
味
料
の
ほ

か、

一
日
ご
と
に
素
材
、
内
容
、
テ
ー

マ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
栄
養
量
な
ど
が
詳
細

に
記
載
さ
れ
、
児
童
に
配
布
さ
れ
る
。

献
立
に
は
、
児
童
が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
5
・
6
年
生
の

家
庭
科
の
時
聞
を
使
っ
た
事
前
学
習
が
あ

り
、
赤

・
緑
・

黄
の
食
品
群
を
入
れ
る
、

組
み
合
わ
せ
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
、
健
康
、

地
域
の
産
物
や
旬
に
つ
い
て
学
ぶ
。

2
0

1
4
年
4
月
1
9月
ま
で
の
聞
に
、

6
年

生
が
作
っ
た
献
立
が
九
日
登
場
し
た
。
児

童
は
調
理
室
で
献
立
が
料
理
に
な
る
過
程

を
学
び
、
食
べ
て
み
た
感
想
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
提
出
す
る
。
給
食
が
、
食
育
教
育
と

し
て
し
っ
か
り
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

桔
梗
小
学
校
の
給
食
は
自
校
方
式
。

7

1
5
人
分
を
6
人
の
給
食
担
当
が
作
る
。

学
校
の
庭
は
広
く、

児
童
が
作
物
を
育
て

る
畑
ま
で
あ
る
ほ
か
、
学
年
ご
と
に
ベ
ラ

ン
ダ
が
あ
り
、
野
菜
を
育
て
て
い
る
。
収

穫
し
た
も
の
を
料
理
す
る
学
習
も
あ
る
。

年
に
3
回
、
地
域
の
人
た
ち
を
招
い
て

の
公
開
給
食
「
給
食
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
聞

き
、
教
育
委
員
会
主
催
で
学
校
の
役
割
や

食
育
、
地
産
地
消
の
活
動
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
取
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

塩
尻
市
は
、
給
食
を
教
育
の
中
の
重
要

な
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

市
と
二
つ
の
J
A
が
出
資
し
、
遊
休
地

を
日
凶
集
約
し
た
「
農
業
公
社
」
と
、

J

A
の
旧
直
売
所
を
使
っ
た
集
荷
場
に
農
産

物
流
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
の
村
上
か
お

り
さ
ん
が
お
り
、
彼
女
が
給
食
の
食
材
の

橋
渡
し
と
、

栄
養
士
と
農
業
の
連
携
を
行

う
。
ま
た
、
給
食
会
計
を
市
の
一
般
会
計

に
計
上
し
て
管
理
す
る
公
会
計
に
し
、
教

職
員
に
負
担
を
か
け
ず
学
習
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
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